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明　2015年11月

記 念 事 業
今後のスケジュール

創立100周年が開幕！！
花とみどりと食の創造・未来へ
　100年の歴史　花咲く　府立園芸高等学校

From  1915   To  2015

　母校・大阪府立園芸高等学校は、明年2015年11月に創立100周年を迎えます。
　いよいよ、100周年の開幕とも言うべき秋を迎えました。
　今回は、100周年開幕特集号としてお送り致します。
　記念事業は、「創立100周年記念事業実行委員会」を中心に、急ピッチで進めて頂いておりますので、その概要をお伝え致します。

１．記念碑的構造物の建設
　　①同窓会館の改修工事
　　②記念碑の建立
２．記念式典
　　①記念誌の編纂・DVDの作成
　　②記念式典・祝賀会の開催
３．イベント関係
　　①校地の航空写真撮影等
４．生徒への支援活動
　　①卒業生による人材バンクの設立等

平成26年
11月１日	 ホームページ・リニューアル
	 新たなコンテンツ順次公開
	 （カウントダウンスタート）
11月９日	 創立記念祭
	 第３回　幹事会�13:00　母校
10月～ 12月	 記念誌への座談会等の開催

平成27年
2月1日	 大園同窓会総会　＜箕面＞
6月（予定）	 第４回幹事会
秋口（予定）	 記念碑　完成
11月15日（予定）　記念式典

平成28年
１月～２月	 大園同窓会総会
２月	 記念誌完成・発送
３月	 同窓会館補修・完成

＊あくまでも予定ですので、詳細は順次お
伝えします。
また、ホームページでもお知らせ致します。

　創立100周年記念誌に収蔵するに相応
しい資料や秘話などがありましたら、是
非、学校又は事務局までお知らせ下さい。
・　活躍する卒業生＜自薦、他薦＞
・　西岡京治先生について
・　庭園池に白鳥が居た時代について
・　過去の同窓会報

　100周年記念事業を成功させ、将来にわたって良き歴史を残すためにも、皆様
の寄付及びご協力をお願い致します。各支部長（前掲）や幹事からお願いする場
合もありますので、熱きご支援を宜しくお願い申し上げます。
　ご寄付を頂ける方は、下記の口座にお振込をお願い致します。
　本会報にも趣意書と振込用紙を同封させて頂きました。年会費の振込用紙と別
ですので、ご注意をお願い致します。
　☆ゆうちょ銀行　0 0 9 3　−　1　−　2 3 4 0 6 5

100周年資料の提供のお願い 記念事業への寄付のお願い
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旧学校医	足利　　照	 10,000
旧職員	 西谷　好一	 10,000
	 池川慶冶郎	 5,000
	 福坂　邦男	 30,000
	 今井　敬潤	 5,000
	 周野　文博	 10,000
	 月足　千秋	 5,000
	 渡邉　利一	 30,000
	 河村美智子	 10,000
	 小川　　豊	 　5,000
	 戸田　幸志	 10,000
	 山根　瑞枝	 5,000
	 吉村　　正	 　10,000
	 今村　直樹	 10,000
	 南里　夏雄	 10,000
	 辻内　興彦（庸介）	 5,000
	 金崎　峰子（一夫）	100,000
元校長	 谷垣内宏之	 50,000
元校長	 高瀬　周作	 50,000
元校長	 木田　　巌	 50,000
元校長	 秋澤　亮一	 50,000
元校長	 桑田　芳治	 50,000
前校長	 土橋　茂紀	 100,000
現校長	 北之防　勉	 100,000
学14	 片山　五郎	 10,000
学18-1	 内山　利徳	 50,000
学19-2	 谷川　　全	 10,000
	 上中梶太郎	 5,000
学19-1	 中井　　馨	 100,000
学20	 山庄司　茂	 15,000
	 松田　健敬	 10,000
学21-A	 稲治　　清	 100,000
	 稗田　靜男	 30,000
	 石田　恒二	 5,000
	 荒木　隆雄	 10,000
学21-B	 西村　昭龍	 5,000
	 細井　禮三	 10,000
	 坂谷　次行	 10,000
	 梶　荘三郎	 10,000
学22	 田中　潤治	 5,000
	 田中　政弘	 10,000
	 住田　乙治	 30,000
学23	 小西　道夫	 20,000
	 荒木　　実	 30,000
	 野口　勝也	 10,000
	 中谷　明男	 30,000
学24	 佐々木　太	 250,000
	 村下　好伴	 3,000
併中１	 東本　忠雄	 20,000
	 湯藤　　晃	 20,000
	 宮﨑　秀也	 5,000
高３	 田村　　衛	 10,000
	 田原　岩夫	 3,000
	 橋本太冶郎	 20,000
	 中谷　　巧	 10,000
	 瀧尾　和雄	 10,000

	 稲野　和雄	 10,000
	 瀧打　　章	 10,000
	 上山　太一	 10,000
高４	 佐々木勝也	 10,000
	 片岸　　亘	 10,000
	 前田　　章	 10,000
	 片山　宏幸	 5,000
	 大久保明彦	 10,000
	 西尾　晃一	 5,000
	 岡田　啓介	 5,000
	 角野　　孝	 10,000
高５	 山本　秋三	 88,000
	 井藤　安弘	 5,000
	 山内　平治	 20,000
高６	 中倉　　清	 10,000
	 八木　雅明	 73,020
	 奥田　　章	 5,000
	 古澤　満雄	 50,000
	 池本　　哲	 10,000
	 小北　哲肆	 10,000
	 小西　昌司	 10,000
	 上田　政夫	 30,000
	 高橋　保夫	 10,000
	 小西　董明	 10,000
高７	 河合　敏治	 10,000
	 岡冶　信次	 10,000
	 藤本　　務	 10,000
	 木田　昌男	 5,000
高８	 鍋谷　　將	 310,000
	 福田　弥生	 25,000
	 中井　一重	 5,000
	 森脇　義行	 10,000
	 松本　　茂	 10,000
	 石井（生田）茂	 5,000
	 小谷　光男	 5,000
	 西田　　勝	 10,000
	 射場　征一	 10,000
	 吉田　　清	 10,000
	 久保　勝平	 100,000
	 西田　　繁	 10,000
	 笹川　吉嗣	 5,000
	 植田　昌吾	 10,000
	 池田　正治	 10,000
	 畑　　幸夫	 5,000
	 矢口　信夫	 10,000
	 奥村　嘉市	 10,000
	 村田　実夫	 5,000
	 高木　正時	 50,000
高９	 西田　甚作	 10,000
	 藤井　正教	 5,000
	 阪上　孝夫	 10,000
	 福崎　滋郎	 15,850
	 森　　彰男	 200,000
	 藤本　正信	 20,000
高10園	 北口　和平	 200,000
	 藤井　昭和	 10,000

	 古林　清和	 5,000
	 入谷　芳昭	 10,000
	 中林　茂毅	 10,000
	 藤本　　勝	 30,000
	 大嶋　誠治	 50,000
	 寺西喜代次	 5,000
	 西村悠紀子	 10,000
	 平岡　和良	 10,000
	 武山　照夫	 10,000
	 山本　東作	 10,000
	 上霜　文雄	 10,000
	 谷口　信子	 5,000
高10化	 真田　庄八	 20,000
	 水谷　定男	 10,000
	 北奥　　勇	 10,000
	 高井　照三	 20,000
高11園	 高田　和明	 5,000
	 阪上　繁一	 10,000
	 山田　俊一	 5,000
	 多田　正夫	 5,000
	 上田　勝造	 10,000
	 高木　　健	 10,000
	 久保弥三雄	 10,000
	 西垣　和夫	 10,000
	 渡辺　富夫	 30,000
高11化	 三上　照昭	 5,000
	 原田　勝正	 5,000
	 橋本　信一	 10,000
高12園	 鹿喰和香子	 10,000
	 西畑　敬一	 5,000
	 勝山　賀雄	 10,000
	 切通　明男	 20,000
	 磯邉　　巌	 20,000
	 東山　磯治	 10,000
	 岸本　博一	 10,000
	 荒西　英雄	 20,000
	 森　　勝義	 10,000
	 寺内　　勇	 20,000
高12化	 田中　光秋	 10,000
	 大形　　修	 10,000
	 岸上　義明	 10,000
高13園	 田中　一弘	 5,000
	 穴見　邦夫	 50,000
	 安井世志巳	 10,000
	 塚　　博之	 8,000
	 近野　忠彦	 20,000
	 青木　一郎	 10,000
	 杉本　義治	 10,000
	 中西　　博	 10,000
	 岸上　丈一	 5,000
	 西岡　政秋	 10,000
	 西田　　稔	 10,000
高13化	 土谷　一郎	 5,000
高14園	 清水　隆司	 5,000
	 森本　豊秋	 10,000
	 国宗　章蔵	 10,000

	 松本　正美	 10,000
	 塩川　政文	 10,000
	 今井　　博	 5,000
	 北上　信行	 10,000
高15園	 田辺　勝則	 5,000
	 尾崎　勝美	 5,000
	 田中　慶次	 10,000
	 細井　幹允	 10,000
高15化	 逢坂（畠中）勝治	 5,000
高16園	 西田　勝己	 10,000
	 木村　衣江	 10,000
	 小林　光弘	 10,000
	 仲野　良次	 5,000
	 岡本　勝彦	 5,000
高17園	 佐々木（上田）隆夫	 10,000
	 武藤　友明	 5,000
	 工藤　　浩	 5,000
	 船堂　昌和	 10,000
	 前西　　治	 10,000
	 溝口　義徳	 5,000
高17化	 並川　　清	 10,000
	 並川　令子	 10,000
	 松本多九己	 5,000
高18園	 西村　正夫	 5,000
	 川畑　嘉雄	 10,000
高18化	 木田　幸子	 15,000
	 田中寿万子	 10,000
高19園	 森岡　一司	 10,000
	 大嶋　　博	 10,000
	 福井　　博	 5,000
	 根来　譲二	 10,000
高19造	 田中　義時	 10,000
	 松本　寿男	 100,000
高19化	 良田　　明	 10,000
	 東　　文男	 30,000
	 石倉　佳子	 10,000
	 石田　勇蔵	 10,000
高20園	 森本　輝三	 10,000
	 来田　敏男	 10,000
高20造	 三浦　賢司	 10,000
高20化	 別当　敬治	 10,000
	 黒田　泰壽	 50,000
高21園	 重谷　晶宣	 10,000
	 北野　芳子	 10,000
	 西岡　和夫	 20,000
高21造	 小笠原　進	 10,000
高21化	 木村（千原）美鈴	 10,000
	 大塚　乙衛	 5,000
	 青木　祥太	 88,888
	 山本　広美	 10,000
高22園	 田和国明・萬喜子	 10,000
	 野嶋　一良	 50,000
高22造	 丹波　眞一	 5,000
高23造	 中橋　文夫	 10,000
高24園	 新家　久代	 10,000
高25園	 関根　雅子	 10,000

	 小島　光男	 10,000
高25造	 大西　清一	 5,000
高26園	 田中　祥博	 10,000
	 笹野　雅人	 10,000
	 坂口　正之	 30,000
高26造	 奈須　正典	 10,000
高27造	 岩重　昌人	 10,000
高27化	 安西　一義	 10,000
	 平本　　保	 5,000
高28園	 新谷　京子	 10,000
	 山内　裕子	 10,000
高29造	 泉原　一弥	 5,000
高29化	 橋本　佳之	 10,000
高30園	 笹川　淳史	 10,000
	 西田佐智夫	 10,000
高31園	 川西　克哉	 20,000
高31造	 宮崎　幹也	 10,000
高32園	 植木（石田）美子	 5,000
高32造	 樽井　郁夫	 10,000
	 植木　充義	 5,000
高32化	 大坪　滋章	 10,000
高34園	 足立　享志	 10,000
高34化	 山田　　智	 10,000
	 笹部　敏一	 10,000
高35園	 大若　洋二	 30,000
高36化	 佐々木存・千秋	 10,000
	 大木（原田）照子	 5,000
高39化	 横山（三浦）美津江	 10,000
高45フ	 真田　博文	 5,000
高48フ	 水野　真宏	 10,000
高49環	 西口　雅也	 5,000
高50微	 炭本　　巧	 10,000
	 桑田　繭緒	 10,000
高55フ	 西原　祐也	 5,000
高55環	 辻　　容平	 5,000
高57フ	 木村　幸雄	 5,000
高58微	 大久保直佑己	 5,000
高59環	 岡村　尚也	 5,000
高61フ	 篠崎　成美	 5,000
高61バ	 小川（木虎）拓也	 10,000
	 廣田美佐子	 25,000
	 野沢　徹也	 10,000
高61環	 濵野　竜萬	 5,000
高63フ	 松永　幸子	 10,000
	 福　美菜子	 5.000
高65バ	 住田　充啓	 10,000
西①	 塩川　延弘	 10,000
能分２	 小林　　貢	 10,000
東１家	 橋本　節子	 10,000
東①農	 杉本　章夫	 8,000
東③農	 弓庭　四郎	 5,000
東④家	 井角（冠）美知子	 10,000
東４農	 西川　隆夫	 10,000
東７農	 大岡　典雄	 10,000
東10農	 上西　健一	 10,000
合　　計	 	 5,117,758

（順不同・敬称は省略させて頂いています）
平成26年９月11日現在まで記念事業への寄付を頂いている方々

役　職 氏　　　　　　名 所　　　　　属
委 員 長 鍋 　 谷 　 　 　 將 大園同窓会会長
副委員長 北 之 防 　 　 　 勉 校長
副委員長 高 　 橋 　 　 　 仁 ＰＴＡ会長
副委員長 土 　 橋 　 茂 　 紀 秦野会　前校長
幹 事 森 　 　 　 彰 　 男 大園同窓会副会長
幹 事 北 　 口 　 和 　 平 大園同窓会副会長
幹 事 阪 　 上 　 　 　 功 大園同窓会副会長
幹 事 渡 　 辺 　 富 　 夫 大園同窓会副会長
幹 事 大 　 嶋 　 誠 　 治 大園同窓会副会長
幹 事 久 　 保 　 勝 　 平 大園同窓会副会長
幹 事 川 　 本 　 早 　 苗 ＰＴＡ副会長
幹 事 福 　 田 　 十 糸 子 ＰＴＡ副会長

役　職 氏　　　　　　名 所　　　　　属
幹 事 濵 　 田 　 和 　 利 園友会代表
幹 事 桑 　 田 　 芳 　 治 秦野会　元校長
監 査 秋 　 澤 　 亮 　 一 秦野会　元校長
監 査 並 　 川 　 令 　 子 大園同窓会会計監査
監 査 中 　 井 　 　 　 馨 大園同窓会副会長
事務局長 山 　 本 　 　 　 正 大園同窓会事務局長
事務局員 山 　 本 　 秋 　 三 大園同窓会副会長（会計）
事務局員 浦 　 　 　 展 　 諭 教頭
事務局員 大 　 石 　 知 　 史 事務長（会計）
事務局員 末 　 松 　 　 　 真 首席（式典等）
事務局員 田 　 中 　 俊 　 之 首席（記念誌等）
事務局員 萩 　 森 　 大 　 造 主査
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大園同窓会事務局よりのお願い
１．会員データ登録のお願い
　会員の現住所等の基本データは、会則に則って㈱サラトにて管理されており
ます。しかしながら、登録更新がなされず、多くの卒業生・教職員関係者が不
明扱いになっております。この会報が届いている方以外は、殆どが未登録状態
です。幹事の皆様を初め、個々の方々も変更の連絡、又は、変更登録の呼びか
けをお願い致します。（学校又は事務局まで。）

２．会員データのご提供
　学年やクラスの同窓会を開催される場合、幹事若しくは複数名の関係者の連
名でお申し込み頂ければ、当該学年やクラスや恩師のデータの一部を提供させ
て頂きます。
　お申し込みのあった方々の確認作業を行った上で、お送り致します。

３．100周年資料の提供のお願い
　創立100周年記念誌の発行準備を進めております。収蔵するに相応しい資料
や秘話などがありましたら、是非、学校又は事務局までお知らせ下さい。

４．大園同窓会・幹事会を開催します。是非ともご参集下さい。
　100周年に向けて、現在、幹事の委嘱作業を進めています。卒業生の各学年
に設置する方向です。既に了解を頂いた方々も多数おられますが、まだまだ不

足しております。ふるってご参加下さい。
　第３回「大園同窓会・幹事会」 
　「創立記念祭」の11月９日13:00
� 「母校」において開催。
　参加者：�幹事・常任幹事・役員・幹

事希望者

５．「活躍する人物」の紹介・推薦・自薦のお願い！
　100周年記念誌に我が校の「活躍する人物」を掲載する予定です。
　卒業生、先生等の旧職員等々、社会で活躍する人物（故人も含む）をご紹介、
又、推薦・自薦をお願いします。お一人200字以内に纏めて掲載します。ご連
絡は、学校、役員・支部長、幹事までお願いします。

６．大園同窓会ホームページをリニューアルしています。
� 是非アクセスして下さい。
　同窓会員の交流の場として、また、情報交換の場としてホームページを開設
しておりますが、100周年を目前に控え、より親しまれるようにリニューアル
しております。
　コンテンツの充実、アクセスの多様化などを検討しております。卒業生だけ
ではなく、恩師や教職員関係者の方々のアクセス並びに登録を宜しくお願いし
ます。
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大
園
同
窓
会
の
皆
様
に
は

益
々
の
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
阪
府
立
園
芸
高
等
学
校
は

来
年
100
周
年
（
１
世
紀
）
を
迎

え
る
大
き
な
節
目
と
な
り
ま
す
。

同
窓
会
の
役
員
会
も
た
び
た
び

会
合
を
重
ね
、
ま
た
、
100
周
年

実
行
委
員
会
も
大
詰
め
の
話
し

合
い
を
持
ち
、
実
り
あ
る
事
業

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。更
に
、

教
職
員
の
皆
様
方
も
分
担
し
て

記
念
誌
、
記
念
事
業
に
向
け
て

の
作
成
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
各
ク
ラ
ス
よ
り
2
～

3
名
の
幹
事
の
方
を
選
出
し
、

お
願
い
し
ま
し
た
が
現
在
の
と

こ
ろ
約
1
／
3
の
方
か
ら
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
の

11
月
に
1
回
目
、
今
年
の
6
月

に
2
回
目
の
幹
事
会
を
開
催
し

ま
し
た
と
こ
ろ
多
く
の
方
の
ご

出
席
を
賜
り
、
実
り
あ
る
100
周

年
に
対
す
る
ご
意
見
を
出
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。記
念
事
業
、

記
念
誌
、
記
念
式
典
等
に
反
映

さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

幹
事
の
方
に
お
願
い
し
て
い
る

の
は
自
分
た
ち
の
ク
ラ
ス
の
方

に
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ

き
、
ま
た
、
ク
ラ
ス
会
や
住
所

変
更
の
方
、
物
故
者
等
の
状
況

を
本
部
に
連
絡
し
て
同
窓
会
の

運
営
を
活
性
化
し
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

方
が
100
周
年
記
念
に
賛
同
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
全
学
年
か
ら
幹

事
の
方
を
選
出
し
て
同
窓
会
員

が
隅
々
ま
で
把
握
で
き
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

ま
だ
全
学
年
に
わ
た
っ
て
の
選

出
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
今
後

お
願
い
し
た
い
の
は
各
学
年
で

同
窓
会
を
さ
れ
た
時
、
世
話
人

を
さ
れ
た
方
は
是
非
と
も
本
部

に
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
ク
ラ

ス
の
幹
事
と
し
て
ご
協
力
を
賜

り
、
同
窓
会
を
盛
り
立
て
て
い

た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

100
周
年
記
念
事
業
が
終
わ
っ

た
次
の
年
は
日
本
学
校
農
業
ク

ラ
ブ
全
国
大
会
が
大
阪
で
開
催

さ
れ
、
そ
の
費
用
は
各
学
校
の

自
己
負
担
と
な
る
た
め
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
皆
様
か
ら
ご
寄

付
い
た
だ
い
た
中
か
ら
使
わ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
皆
様

の
ご
理
解
を
賜
り
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

100
周
年
に
向
け
て
後
1
年
で

す
。
同
窓
生
の
皆
様
の
中
で
古

い
資
料
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
早

急
に
本
部
ま
で
お
送
り
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
ご
寄
付
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
是
非
ご
協
力
を
賜
り
、
後

世
に
残
る
記
念
事
業
、記
念
誌
、

記
念
式
典
を
し
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

大
園
同
窓
会
会
員
の
皆
様
こ

ん
に
ち
は
。ご
健
勝
に
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。前
任
の
土
橋
校
長

の
後
任
と
し
て
４
月
１
日
付
け

を
も
っ
て
本
校
教
頭
よ
り
校
長

と
な
り
ま
し
た
。前
校
長
同
様
に

ご
鞭
撻
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。会
報
発
刊
に
あ
た
り
一
言
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。同
窓
会
の

皆
様
に
は
母
校
の
教
育
振
興
と

在
校
生
の
激
励
の
た
め
に
平
素

か
ら
特
段
の
ご
後
援
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
次
年
度
、
平

成
27
年
度
に
本
校
は
創
立
100
周

年
を
迎
え
ま
す
。大
正
４
年
に
豊

能
郡
立
農
林
学
校
と
し
て
設
立

さ
れ
、昭
和
23
年
に
大
阪
府
立
園

芸
高
等
学
校
と
改
変
さ
れ
現
在

に
至
り
ま
す
。こ
の
間
の
様
々
な

激
動
の
波
を
乗
り
越
え
、現
在
の

本
校
が
あ
り
ま
す
の
は
、ひ
と
え

に
同
窓
会
の
皆
様
の
お
力
が

あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。改

め
ま
し
て
、本
校
の
伝
統
の
重
み

を
校
長
と
し
て
感
じ
、身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。創
立
100
周
年

記
念
事
業
に
向
け
ま
し
て
は
、記

念
事
業
準
備
委
員
会
の
立
ち
上

げ
か
ら
始
ま
り
、昨
年
度
の
12
月

に
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
組

織
し
実
質
的
な
計
画
段
階
に

入
っ
て
い
ま
す
。本
校
内
の
組
織

も
そ
れ
に
連
動
し
て
、よ
り
具
体

的
な
動
き
と
な
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。100
周
年
と
い
う
節
目
を
厳

粛
な
中
に
も
華
や
か
に
迎
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、現
役
生
、

教
職
員
一
同
頑
張
っ
て
ま
い
り

ま
す
。同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
寄

付
金
な
ど
多
大
な
ご
協
力
を
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

次
に
本
校
が
迎
え
ま
す
大
き

な
行
事
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。平
成
28
年
度
に
日
本
学

校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
の
全
国
大

会
が
大
阪
府
で
開
催
さ
れ
ま

す
。こ
の
大
会
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
表
や
意
見
発
表
、農
業
鑑
定
競

技
、平
板
測
量
競
技
な
ど
の
種
目

に
お
い
て
、
全
国
の
各
地
区
ブ

ロ
ッ
ク
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
農

業
ク
ラ
ブ
単
位
ク
ラ
ブ
の
農
業

高
校
生
が
集
ま
り
、そ
れ
ぞ
れ
の

部
門
の
日
本
一
を
競
う
大
会
で

す
。言
わ
ば
、
農
業
の
甲
子
園
で

す
。全
国
か
ら
選
手
、教
職
員
、来

賓
を
合
わ
せ
て
約
５
，０
０
０
名

が
大
阪
に
や
っ
て
き
ま
す
。大
阪

府
が
そ
の
運
営
に
あ
た
り
、本
校

は
そ
の
中
で
農
業
鑑
定
競
技
、平

板
測
量
競
技
、ク
ラ
ブ
員
代
表
者

会
議
の
運
営
主
坦
に
な
っ
て
い

ま
す
。大
阪
府
の
農
業
ク
ラ
ブ
も

こ
の
大
会
運
営
に
向
け
て
の
実

行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、計
画
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。農
業

県
の
よ
う
に
学
校
数
も
多
く
な

く
、ま
た
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で

運
営
に
大
変
多
く
の
困
難
が
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、何
と
か
全

国
か
ら
参
加
す
る
農
業
高
校
生

に
気
持
ち
良
く
帰
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
知
恵
を
絞
っ
て
い
ま

す
。実
際
の
運
営
に
携
わ
る
本
年

度
入
学
の
１
年
生
の
中
か
ら
、役

員
候
補
を
選
出
し
、今
年
沖
縄
で

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
視
察

に
行
か
せ
る
予
定
で
す
。同
窓
会

の
皆
様
に
は
お
願
い
ば
か
り

で
、大
変
心
苦
し
い
の
で
す
が
、

今
後
予
想
さ
れ
る
生
徒
へ
の
資

金
面
で
の
援
助
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。３
年

目
を
迎
え
る
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
や
技

能
五
輪
、各
種
発
表
会
へ
の
参
加

な
ど
活
躍
し
て
い
る
現
役
生
へ

の
支
援
も
合
わ
せ
ま
し
て
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

最
後
に
、大
園
同
窓
会
の
さ
ら

な
る
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

大
阪
府
立
園
芸
高
校
同
窓
会
会
長

　
　

園
芸
高
校
第
８
期
卒
業　

東
北
大
学
薬
学
博
士　

鍋
谷
　
　
將

大
阪
府
立
園
芸
高
等
学
校

校　

長
　
北
之
防
　
勉

ご

挨

拶

ご

挨

拶

離
着
任
の
紹
介

退
職

職

所
属

土
橋　

茂
紀

校

長

上
原　
　

隆

教

諭

国
語

山
口
由
美
子

教

諭

数
学

伊
藤　

義
則

教

諭

美
術

尾
島　

泰
治

教

諭

体
育

疋
田
美
智
子

教

諭

家
庭

平
井　

俊
二

教

諭

F
F
科

山
浦　

章
弘

教

諭

F
F
科

永
井　

成
時

教

諭

F
F
科

離
任

職

所
属
　
転
出
先

増
尾　

順
子

教

諭

F
F
科

豊
中
支
援
学
校

菊
池
美
奈
子

養
護
教
諭

箕
面
東
高
校

中
尾　

雄
治

事
務
長

事
務
箕
面
高
校

着
任

職

所
属
　
転
入
元

浦　
　

展
諭

教

頭

高
等
学
校
課

十
川　

弘
平

教

諭

国
語
北
淀
高
校

家
氏　

潤
子

教

諭

国
語

東
淀
川
高
校

藤
原　

牧
葉

教

諭

家
庭

大
手
前
高
校
（
定
）

山
田　

隆
司

教

諭

体
育

千
里
青
雲
高
校

薬
師
寺
素
子

養
護
教
諭

北
野
高
校

渡
漫　

弘
志

教

諭

社
会

箕
面
高
校

田
中　
　

舞

教

諭

数
学

新
任

中
野　
　

遼

教

諭

F
F
科

新
任

廣
田
美
佐
子

教

諭

Ｂ
Ｓ
科

新
任

浜
崎　

洋
七

講

師

F
F
科

山
下　
　

昭

講

師

Ｂ
Ｓ
科

大
石　

知
史

事
務
長

施
設
財
務
課

角　
　
　

優

農
芸
員

昇
格

職

所
属

北
之
防　

勉

校

長

本
校
教
頭
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池
田
支
部

　
池
田
支
部
現
況
報
告

池
田
支
部
長　

山
本　

秋
三

　

池
田
の
地
場
産
業
で
あ
る
植
木
関
連
事

業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
長
引
く
景
気
低
迷

で
過
去
に
例
の
な
い
不
振
に
陥
っ
て
い
ま

す
。
植
木
や
苗
木
の
生
産
流
通
も
、
単
価
の

下
落
、
売
れ
残
り
等
、
樹
種
に
よ
る
ニ
ー
ズ

の
移
り
変
わ
り
な
ど
、
地
場
の
人
々
が
先
行

き
不
安
を
抱
い
て
い
る
昨
今
で
す
。
豊
か
な

自
然
環
境
を
保
ち
つ
つ
、
如
何
に
活
力
あ
る

地
域
の
活
性
化
が
実
現
で
き
る
か
、
試
案
検

討
が
急
が
れ
て
い
る
現
状
で
す
。

　

支
部
活
動
と
し
て
は
、
本
校
の
創
立
記
念

祭
で
苗
木
鉢
物
の
即
売
会
に
協
力
し
て
お

り
ま
す
。

　

各
地
域
で
世
話
人
さ
ん
を
お
願
い
致
し

ま
し
て
、
組
織
を
充
実
し
、
会
員
相
互
の
連

絡
と
親
睦
を
は
か
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

発
展
と
活
性
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

来
年
は
100
周
年
が
来
ま
す
。
100
周
年
事
業

を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
、
皆
々
様
の
格
別

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

川
西
支
部

　
川
西
支
部

川
西
支
部
長　

渡
邊　

富
夫

　

残
暑
が
厳
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
同

窓
会
員
各
位
に
は
、
社
会
で
あ
る
い
は
地
域

で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
小
生
70
を
半
ば
に
し
て
、
今
年
の
暑
さ

に
は
参
り
ま
し
た
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
日
本

列
島
は
南
方
に
移
転
し
た
の
で
は
な
い
か

と
錯
覚
す
る
よ
う
な
気
分
に
な
り
ま
す
。

　

地
球
環
境
の
悪
化
が
大
き
な
原
因
で
あ

る
よ
う
に
言
わ
れ
て
久
し
く
、
国
連
に
お
い

て
原
因
の
ガ
ス
の
排
出
量
を
減
ら
す
た
め

議
論
を
重
ね
る
が
、
こ
こ
で
も
先
進
国
、
途

上
国
、
後
進
国
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
あ
り
、

な
か
な
か
前
に
進
め
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
よ
う
に
聞
く
が
、
人
間
の
英
知
を
結
集
し

て
そ
の
源
を
取
り
除
く
努
力
を
す
べ
き
と

考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
み
ん
な
が
住
ん
で

い
る
地
球
の
こ
と
だ
か
ら
、
ま
た
、
現
実
の

問
題
と
し
て
こ
の
酷
暑
に
よ
る
色
々
な
影

響
は
、
よ
い
影
響
で
は
な
く
悪
い
影
響
の
方

が
多
い
こ
と
は
承
知
し
て
は
い
る
が
、
困
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
以
前
で
あ
れ
ば
台
風
の
発

生
は
グ
ァ
ム
周
辺
で
あ
り
、
ゆ
っ
く
り
と
成

長
し
な
が
ら
本
土
に
向
か
っ
て
来
る
と
い

う
の
が
パ
タ
ー
ン
で
あ
り
、
台
風
に
備
え
る

時
間
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
で
は
そ
の

余
裕
が
な
い
程
、
本
土
の
近
く
で
発
生
し
て

勢
力
を
大
き
く
し
て
上
陸
す
る
ケ
ー
ス
が

多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
日
本
近

海
の
水
温
が
高
い
の
が
原
因
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
科
学
的
に
解
消
す
る
方
法
は
な
い

も
の
か
。
も
し
台
風
を
卵
の
う
ち
に
潰
す
こ

と
が
出
来
な
い
か
と
思
う
が
、
マ
ン
ガ
調
に

な
り
笑
わ
れ
る
が
、
日
本
人
の
我
々
に
す
れ

ば
、
毎
年
被
害
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
金
額

は
莫
大
で
あ
り
、
そ
れ
よ
り
も
被
害
を
受
け

た
被
害
者
の
苦
痛
は
図
り
知
れ
な
い
。
今
年

は
降
水
量
し
か
り
、
気
温
し
か
り
、
風
力
し

か
り
で
、
観
測
史
上
初
の
連
発
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
う
。
災
害
に
要
す
る
経
費
を
国
民
生

活
に
廻
す
こ
と
が
出
来
る
な
ら
、
国
民
の
幸

福
度
が
ハ
ネ
上
が
る
こ
と
は
間
違
い
な
い

で
す
が
、
日
本
の
国
は
自
然
災
害
と
縁
切
り

出
来
な
い
現
実
で
あ
り
、
同
じ
国
費
を
使
う

に
し
て
も
、
現
状
復
旧
で
な
く
、
同
じ
よ
う

な
被
害
を
受
け
な
い
対
策
を
講
じ
る
こ
と

こ
そ
大
切
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
来
年
は
園

芸
高
校
創
立
100
周
年
の
年
に
当
り
、
同
窓
会

は
記
念
事
業
を
す
べ
く
準
備
委
員
会
を
早

く
か
ら
設
立
さ
れ
、
そ
の
後
、
実
行
委
員
会

に
切
替
え
ら
れ
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
各
位
に
は
、
各
支
部
役
員
の
協
力
に

よ
り
、
個
別
訪
問
に
よ
り
、
募
金
の
依
頼
に

廻
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
100
年
は
大
き
な
節
目

で
す
。
会
員
各
位
の
協
力
に
よ
り
、
こ
の

記
念
事
業
が
完
遂
出
来
ま
す
よ
う
に
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。
小
生
も
最
後
の
ご
奉
公

と
思
い
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

伊
丹
支
部

　
老
い
ら
く
の
恋

伊
丹
支
部
長　

高
８
回
生　

久
保　

勝
平

　
「
草
を
褥
し　

木
の
根
を
枕

�

　

花
と
恋
し
て
五
十
年
」

　

こ
れ
は
牧
野
富
太
郎
氏
の
詩
で
す
が
、
私

の
場
合
「
梅
に
恋
し
て
六
十
年
」、
ま
さ
に

そ
ん
な
人
生
を
送
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
こ
の
度
、
輪
紋
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
病
気
の

た
め
に
、
愛
し
続
け
た
梅
に
先
立
た
れ
、
お

妾
さ
ん
の
南
京
桃
と
も
仲
良
く
暮
ら
し
て

い
ま
し
た
が
、
同
時
に
失
い
ま
し
た
。
今
年

3
月
中
に
1
万
本
以
上
あ
っ
た
梅
、
桃
す
べ

て
伐
採
、
抜
根
を
す
ま
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は

私
に
と
っ
て
本
妻
、
妾
の
葬
儀
で
す
の
で
、

梅
、
桃
に
少
な
か
ら
ず
興
味
を
持
っ
て
く
れ

て
い
る
友
人
達
や
、
家
族
達
と
共
に
、
汗
を

し
な
が
ら
1
本
残
ら
ず
抜
根
を
し
、
傷
心
な

気
持
な
が
ら
無
事
す
ま
せ
ま
し
た
。
そ
し
て

こ
れ
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人
達
23
名
と
共
に
、

精
進
あ
げ
と
し
て
出
雲
大
社
に
参
拝
い
た

し
ま
し
た
。
私
の
70
年
余
り
の
人
生
の
中
で

と
ん
で
も
な
く
大
き
な
出
来
事
で
し
た
。

　

今
は
決
し
て
落
ち
込
ん
で
は
い
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
ウ
キ
ウ
キ
、
ワ
ク
ワ
ク
と
し
た
気
持

ち
で
楽
し
く
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
ま
た
新
し
い
愛
人
を
見
つ
け
た
か
ら
で

す
。
そ
れ
は
桜
で
す
。
桜
は
対
象
外
の
植
物

と
し
て
生
産
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
幸
い

に
も
、
わ
が
地
区
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
送
ら
れ

た
日
米
友
好
の
桜
の
発
祥
の
地
と
し
て
の

自
負
が
あ
り
ま
す
。
晩
年
の
茶
飲
み
友
達
と

し
て
、
桜
と
仲
良
く
し
て
い
こ
う
と
思
い
、

老
い
ら
く
の
恋
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
。

豊
中
支
部

　
人
生
の
想
い
出

第
10
回
卒
業　

西
田　

治
雄

　
〝
拝
啓
一
筆
〟
で
始

ま
る
歌
手
増
位
山
太

志
郎
の
カ
ラ
オ
ケ
大

好
き
人
間
で
す
。
私
は

大
園
卒
業
第
10
期
生

で
昭
和
15
年
生
ま
れ
の
74
歳
で
す
。
５
人

弟
妹
の
長
男
と
し
て
、
豊
中
市
の
南
西
部
、

大
阪
伊
丹
国
際
空
港
の
南
側
に
位
置
す
る

田
園
地
帯
の
利
倉
と
い
う
地
区
で
生
ま
れ

ま
し
た
。
大
阪
府
立
園
芸
高
等
学
校
に
通
学

時
は
、
阪
急
電
車
宝
塚
線
の
服
部
天
神
駅
ま

で
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
位
で
、
ま
わ
り
は
一
面

田
ん
ぼ
の
農
村
で
し
た
。
現
在
で
は
阪
神
高

速
空
港
線
や
マ
ン
シ
ョ
ン
・
商
店
が
建
ち
並

び
、
昔
の
面
影
は
消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
私
の
波
乱
万
丈
の
人
生
ド
ラ

マ
が
始
ま
り
ま
す
。
高
校
卒
業
後
、
豊
中
市

消
防
本
部
に
奉
職
し
、
結
婚
も
し
子
宝
に
も

恵
ま
れ
、
順
調
な
生
活
を
続
け
て
お
り
ま
し

た
が
、
奉
職
し
て
ま
も
な
く
自
宅
が
火
災
で

全
焼
し
退
職
、
ま
た
祖
父
母
、
両
親
、
次
男

の
続
い
て
の
不
幸
に
直
面
し
、
特
に
41
歳
の

前
厄
の
年
に
父
を
な
く
し
、
翌
年
の
厄
年
に

は
自
身
の
不
注
意
で
頚
椎
の
6
番
目
と
7

番
目
の
骨
折
と
い
う
大
事
故
を
起
こ
し
、
医

師
か
ら
は
寝
た
き
り
か
、
よ
く
て
車
椅
子
の

生
活
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
必
死
で
リ
ハ

ビ
リ
に
励
み
徐
々
に
回
復
し
歩
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
喜
ん
で
お
り
ま

し
た
矢
先
、
55
歳
の
誕
生
日
前
、
体
調
不
良

の
た
め
病
院
で
精
密
検
査
を
受
け
ま
し
た
。

結
果
は
胃
癌
と
診
断
さ
れ
、
即
日
入
院
即
手

術
し
、
胃
の
全
摘
手
術
を
受
け
、
早
期
発
見

の
た
め
九
死
に
一
生
を
得
て
、
現
在
も
療
養

中
で
す
。
今
は
妻
と
長
男
夫
婦
、
孫
に
囲
ま

れ
幸
せ
な
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
か
げ
で
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
自
治
会
、

公
民
会
館
活
動
、
神
社
、
寺
の
総
代
、
ま
た

農
業
関
係
で
は
豊
中
市
利
倉
井
土
地
改
良

区
理
事
長
、
豊
中
市
農
業
委
員
会
会
長
、
大

阪
北
部
農
業
協
同
組
合
役
員
も
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
府
立
園
芸

高
校
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
地
域
農
業
の
発
展
の

た
め
微
力
で
す
が
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
現
在
は
健
康
の
た
め
適
度
の
運
動
と

1
週
間
に
2
回
程
度
の
歌
の
練
習
と
、
カ
ラ

オ
ケ
三
昧
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
大
園
卒
業
生
の

皆
さ
ん
、
健
康
に
は
十
分
留
意
さ
れ
、
ご
多

幸
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

猪
名
川
支
部

　「
続
く
こ
と
」
と
「
続
け
る
こ
と
」

高
17
化　

並
川　

清

　

我
が
母
校
、
園
芸
高
校
は
来
年

（
２
０
１
５
年
）
創
立
100
周
年
の
大
き
な
節

目
の
年
を
迎
え
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

開
校
当
時
の
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
知
る
由

も
な
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
母
校
の
沿
革

を
た
ど
れ
ば
、
冒
頭
に
「
１
９
１
５
年
（
大

正
4
年
）
開
校
」
と
あ
る
。
お
っ
と
、
僕
が

卒
業
し
た
年
は
１
９
６
５
年
だ
か
ら
、
丁
度

開
校
50
年
の
、
来
年
か
ら
み
れ
ば
母
校
の
歴

史
の
半
分
の
年
に
卒
業
し
た
こ
と
に
な
る
。

と
な
る
と
、
小
生
も
卒
業
し
て
早
や
50
年
か

…
。
節
目
の
年
に
卒
業
し
た
こ
と
は
偶
然
に

過
ぎ
な
い
が
、
余
り
に
で
き
す
ぎ
た
偶
然
に

驚
き
、
こ
れ
ま
で
漫
然
と
生
き
て
き
た
自
分

を
、
母
校
の
歴
史
と
重
ね
合
わ
せ
て
、
懐
古
、

検
証
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

昭
和
37
年
に
入
学
し
た
母
校
は
広
大
で
、

正
門
か
ら
校
舎
ま
で
の
直
線
道
路
の
銀
杏

並
木
は
整
然
と
高
く
そ
び
え
て
い
た
。
校
内

の
大
き
な
庭
園
に
は
池
が
あ
り
、
そ
の
ほ
と

り
に
は
歴
史
を
思
わ
せ
る
数
本
の
巨
大
な

ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
が
木
陰
を
作
り
、
そ
の
下
の
水

面
に
は
2
羽
の
白
鳥
が
音
も
な
く
浮
か
ん

で
い
た
。
雄
大
で
、
静
寂
で
、
凛
と
し
た

こ
の
よ
う
な
環
境
が
池
田
市
の
真
ん
中
に

あ
っ
た
と
は
、
校
門
を
く
ぐ
っ
て
み
て
初
め

て
分
か
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
素
晴
ら

し
い
環
境
は
、
こ
れ
か
ら
過
ご
す
人
生
の
貴

重
な
青
春
時
代
に
身
を
委
ね
る
の
に
最
高

の
場
所
と
思
わ
れ
、
不
思
議
な
高
揚
感
に
包

ま
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

　

こ
の
年
の
農
芸
化
学
科
は
、
そ
れ
ま
で

の
各
回
生
と
同
じ
く
1
ク
ラ
ス
で
、
男
子

30
名
、
女
子
10
名
で
あ
っ
た
。
入
学
時
の
15

歳
と
い
え
ば
子
供
と
大
人
の
間
だ
け
れ
ど
、

十
分
ま
せ
た
子
や
変
な
奴
も
結
構
い
て
、
こ

ん
な
集
団
が
一
つ
の
教
室
で
こ
れ
か
ら
3

年
間
、
上
手
く
や
っ
て
い
け
る
の
か
と
思
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ま
せ
た
子
が
み
ん
な

に
処
世
術
を
教
え
た
り
、
運
動
会
な
ど
で
は

目
立
ち
た
が
り
屋
が
先
頭
に
立
っ
て
ク
ラ

ス
を
引
っ
張
っ
た
り
し
て
い
く
中
で
、
少
し

支
部
だ
よ
り
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ず
つ
雰
囲
気
に
纏
ま
り
が
で
き
、
卒
業
時
に

は
最
高
の
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
い
た
。
今
で
は

鬼
籍
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
仲
間
も
い
る
が
、

半
世
紀
経
っ
た
今
で
も
卒
業
時
の
全
員
の

名
前
、
青
木
生
島
市
川
伊
藤
岡
本
長
笠
井
国

田
久
保
古
池
小
坂
井
清
水
下
野
鈴
木
田
中

谷
垣
並
川
沼
田
林
福
田
北
条
前
田
松
本
都

宮
島
宮
本
森
田
森
松
安
山
下
米
原
井
上
入

江
大
谷
岡
片
岡
黒
山
高
橋
鳥
越
中
津
松
井

を
ス
ラ
ス
ラ
言
え
る
の
は
僕
だ
け
で
は
あ

る
ま
い
。

　

と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
温
か
い
纏
ま
り

が
僕
ら
だ
け
で
で
き
た
の
で
は
な
い
。
恐
い

米
爺
こ
と
米
澤
先
生
や
何
で
も
フ
ン
フ
ン

と
話
し
を
聞
い
て
下
さ
っ
た
田
中
先
生
始

め
、
味
の
あ
る
多
く
の
先
生
方
が
お
ら
れ
、

ま
た
そ
の
先
生
方
に
育
ま
れ
た
先
輩
た
ち

が
ク
ラ
ブ
活
動
等
を
通
し
て
リ
ー
ド
し
て

下
さ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
人
的

環
境
が
で
き
上
が
っ
た
元
に
あ
る
の
は
、
連

綿
と
培
わ
れ
て
き
た
校
風
に
あ
る
と
思
う
。

こ
の
校
風
と
は
園
芸
高
校
の
名
の
通
り
、
生

き
物
を
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
や
難
し
さ
、

素
晴
ら
し
さ
を
テ
ー
マ
に
し
た
教
育
に
あ

る
。
そ
の
教
育
は
生
徒
そ
の
も
の
に
対
し
て

も
向
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

　

僕
の
家
は
昔
か
ら
の
農
家
で
、
両
親
か
ら

よ
く
聞
か
さ
れ
た
言
葉
に
「
百
姓
の
来
年
」

が
あ
る
。
こ
れ
は
自
然
環
境
に
左
右
さ
れ
る

こ
と
の
多
い
作
物
栽
培
に
失
敗
は
付
き
も

の
だ
が
、
そ
れ
に
へ
こ
た
れ
ず
次
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
心
意
気
が
表
れ
て
い
る
。

　

母
校
に
流
れ
る
精
神
は
ま
さ
に
こ
れ
に

尽
き
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
が
、
開

校
47
年
目
に
入
学
し
て
見
た
僕
の
第
一
印

象
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
初
対
面
だ
っ
た
40

名
が
僅
か
3
年
間
で
最
高
の
仲
間
集
団
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
か
ら
さ
ら
に
50
年
、
こ
の
校
風
は
す

た
れ
る
こ
と
な
く
続
い
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

高
齢
と
な
っ
た
僕
に
で
き
る
こ
と
は
数

少
な
い
が
、
園
芸
高
校
卒
業
生
を
自
覚
し
た

社
会
人
で
あ
る
こ
と
、
母
校
の
発
展
に
で
き

る
限
り
の
支
援
を
す
る
こ
と
、
母
校
を
卒
業

し
て
社
会
に
仲
間
入
り
す
る
後
輩
を
暖
か

く
見
守
る
こ
と
等
を
通
し
て
、
次
な
る
100
年

を
重
ね
る
た
め
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

高
槻
・
三
島
支
部

　
園
芸
高
校
創
立
100
周
年
を
前
に
し
て

高
21
園　

奥
田
美
智
子

　

園
芸
高
校
創
立
100
周
年
を
前
に
し
て
、
高

槻
支
部
の
名
誉
支
部
長
と
も
い
う
べ
き
、
Ｊ

Ａ
の
組
合
長
を
さ
れ
て
お
ら
れ
た
井
川
勝

巳
氏
が
お
亡
く
な
り
、
過
日
、
多
く
の
方
が

集
わ
れ
、
在
り
し
日
の
威
徳
を
偲
ぶ
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
新
組
合
長
に
橋
長
俊
彦
氏
が
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
奇
遇
に
も
、
橋
長
組
合
長
も

Ｓ
36
年
に
園
芸
を
卒
業
さ
れ
た
先
輩
で
す
。

高
槻
市
の
近
郊
農
業
の
あ
り
方
な
ど
も
含

め
、
農
業
委
員
長
に
も
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

高
槻
・
三
島
地
域
の
発
展
と
共
に
大
園
同
志

の
中
核
と
し
て
も
ご
活
躍
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
格
的
に
、
100
周
年
へ
の
取
り
組
み
を
開

始
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
心
強
い
限
り
で
す
。
又
、
茨
木
市
の
Ｊ

Ａ
組
合
長
も
同
期
の
方
だ
そ
う
で
す
。
園
芸

高
校
卒
業
の
先
輩
の
方
々
の
ご
活
躍
に
嬉

し
い
思
い
で
す
。

　

高
槻
市
と
三
島
郡
に
は
、
分
校
出
身
者
を

支部長・世話人・役員名簿
役　　職 氏　　名 住　　　　　　　所 携帯／ TEL ／ FAX

会 長 鍋谷　　將
高８

〒666-0241
川辺郡猪名川町内馬場197
nabetani.utbb@s.zaq.jp

Ｍ.090-2063-0552
Ｔ.072-766-0552
Ｆ.072-766-0552

副 会 長
豊中支部長

森　　彰男
高９

〒561-0835
豊中市庄本町1-11-25

Ｍ.090-8799-6006
Ｔ.06-6332-4908
Ｆ.06-6332-4908

副 会 長
箕面支部長

北口　和平
高10園

〒562-0032
箕面市小野原西1-10-34

Ｍ.
Ｔ.072-729-4981
Ｆ.072-727-4326

副 会 長
猪名川支部長

大嶋　誠治
高10園

〒666-0222
川辺郡猪名川町槻並字清沢
14

Ｍ.090-1679-8605
Ｔ.072-768-0854
Ｆ.072-768-0874

副 会 長
池田支部長

山本　秋三
高５

〒563-0016
池田市吉田町243-3

Ｍ.090-8528-2429
Ｔ.072-751-7505
Ｆ.072-751-7505

副 会 長
宝塚支部長

阪上　　功
高７

〒665-0881
宝塚市山本東1-5-26

Ｍ.
Ｔ.0797-89-0666
Ｆ.

副 会 長
川西支部長

渡邊　富夫
高11園

〒666-0026
川西市南花屋敷3-6-2

Ｍ.
Ｔ.072-755-8511
Ｆ.072-755-8511

伊丹支部長 久保　勝平
高8

〒664-0004
伊丹市東野6-30
kappei-1118@ezweb.ne.jp

Ｍ.090-3678-1024
Ｔ.072-782-6350
Ｆ.072-782-6350

高槻島本支部
支 部 長
世 話 人

井澤　秀雄
高3

〒569-0816
高槻市北昭和台町28－3

Ｍ.
Ｔ.072-695-7007

奥田美智子
高21園

〒569-0814
高槻市富田町1-26-11

Ｍ.090-7359-2911
Ｔ.072-694-8654

岡崎　幸雄
高22化

〒569-1052
高槻市霊仙寺町1-10-7

Ｍ.090-7343-7008
TF.072-699-0426

尼 崎 西 宮
支 部 長

芦田　良雄
高21造

〒660-0892
尼崎市東難波町1-1-3-102
saneizoen@gol.com

Ｍ.090-3673-0396
Ｔ.06-6482-1073
Ｆ.06-6481-1102

大阪南支部
支 部 長
世 話 人

松本　寿男
高19造

〒585-0031
南河内郡河南町中724-2

Ｍ.
Ｔ.0721-93-2415
Ｆ.

植木　充義
高32造

〒583-0012
藤井寺市道明寺2-11-4
taka.1962.yoshi@river.ocn.ne.jp

Ｍ.090-7343-9286
Ｔ.072-954-5244
Ｆ.

泉原　一弥
高29造

〒596-0073
岸和田市岸城町20-13

Ｍ.
Ｔ.072-422-0412
Ｆ.

豊能・分校
支 部 長
世 話 人

西川　隆夫
東４農

〒563-0104
豊能郡豊能町光風台2-8-2

Ｍ.
Ｔ.072-738-4193
Ｆ.

弓庭　四郎
東③農

〒563-0027
池田市鉢塚2-1-6
shiro-shiro4646@docomo.ne.jp

Ｍ.090-2598-4689
Ｔ.072-741-8019
Ｆ.

奈 良 支 部
世 話 人

福崎　滋郎
高９

〒639-1001
大和郡山市九条町884-7

Ｍ.
Ｔ.0743-53-6892
Ｆ.0743-53-6892

大阪市支部
世 話 人

紙谷　正治
高18園

〒563-0105
大阪市東住吉区田辺
2-11-48

Ｍ.080-8503-7314
Ｔ.06-6621-3692
Ｆ.

植村　泰三
高21化

〒559-0033
大阪市住之江区南港中
5-3-41-806

Ｍ.090-5888-5247
Ｔ.0743-53-6892
Ｆ.

東京・関東支部
世 話 人

青木　祥太
高21化

〒215-0004
川崎市麻生区万福寺
4-3-8-519

Ｍ.090-3487-7916
Ｔ. 
Ｆ.

九 州 支 部
世 話 人

南　　順三
高21化

〒830-0102
福岡県久留米市三潴町田川
137-8

Ｍ.090-3734-6501
Ｔ. 
Ｆ.

会 計 監 査 中井　博幸
高22園

〒562-0041
箕面市桜4-7-28
nakaihi@docomo.ne.jp

Ｍ.090-1599-3295
Ｔ.072-721-6548
Ｆ.072-722-8582

会 計 監 査 並川　令子
高17化

〒666-0235
川辺郡猪名川町南田原上丁14
tirolin_reiko@ezweb.ne.jp

Ｍ.090-3942-4835
Ｔ.072-766-0258
Ｆ.072-766-0258

事 務 局 長 山本　　正
高21化

〒563-0035
池田市豊島南1-6-18
auamx609@wombat.zaq.ne.jp

Ｍ.090-8931-5018
Ｔ.072-762-1298
Ｆ.072-762-1298

＊＊以下の地域の支部長、世話人を引き受けて頂ける方をご推薦・
ご紹介下さい。
　吹田市、茨木市、枚方市、東大阪市、堺市、亀岡市、京都府、愛
知・中部地区

合
わ
せ
る
と
約
300
名
の
卒
業
生
が
活
躍
し

て
お
ら
れ
ま
す
。
母
校
の
100
周
年
記
念
を
め

ざ
し
て
、
関
西
の
中
心
に
位
置
し
、「
ど
っ

ち
も
高
槻
」
街
も
田
舎
も
が
あ
る
高
槻
市
と

し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

大
阪
南
支
部

　
100
周
年
を
目
前
に
し
て

　

１
年
半
の
準
備
期
間
を
経
て
、
今
回
、
本

校
19
期
造
園
科
卒
業
生
の
松
本
寿
男
氏
が

大
阪
南
支
部
長
と
し
て
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
は
在
学
中
、
１
年
次
は
吉
田
徳
治
先

生
、
２
年
次
を
安
田
和
男
先
生
、
３
年
次
は

石
田
猛
先
生
が
担
任
教
諭
の
ク
ラ
ス
で
学

生
生
活
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
後
は
、
家
業
の
造
園
会
社
で
あ
る
株

式
会
社
松
美
園
で
修
行
を
経
て
後
継
と
な

ら
れ
、「
本
物
の
庭
づ
く
り
」
を
目
指
し
、

現
在
も
現
役
で
専
務
取
締
役
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

八
尾
や
南
河
内
、
泉
州
地
域
で
は
果
樹
や

花
卉
、
庭
木
生
産
、
造
園
業
を
営
ん
で
お
ら

れ
る
卒
業
生
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
量
販
店
が
活
況
を

示
す
中
、
伝
統
あ
る
技
術
を
持
っ
た
職
人
技

や
「
本
物
の
庭
」、「
良
い
材
料
」、「
特
産
品
」

の
良
さ
よ
り
も
安
価
に
流
れ
る
傾
向
は
極

め
て
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

願
わ
く
は
、
卒
業
生
の
培
っ
た
伝
承
す
べ

き
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
世
代
の
若
人
の

た
め
に
本
校
に
還
元
し
て
継
承
し
、
よ
り
専

門
的
な
技
術
を
持
っ
た
わ
が
国
で
も
特
筆

し
た
農
業
高
校
の
魁
と
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
地
域
特
産
品
の
復
刻
や
新
生
産

品
の
開
発
な
ど
も
本
校
と
共
同
で
取
り
組

み
、
地
域
の
発
展
に
寄
与
出
来
れ
ば
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

会
員
数
約
200
名
の
支
部
で
す
が
、
支
部
会

員
ば
か
り
で
な
く
、
本
校
並
び
に
大
園
同
窓

会
員
諸
氏
か
ら
の
ご
教
示
、
ご
協
力
の
ほ
ど

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
大
阪
南
支
部
は
本
物
に
こ
だ
わ
り
ま

す
！
」

（
大
阪
南
支
部
長
）

　
　

昭
和
42
年
卒　

高
19
造　

松
本
寿
男

（
大
阪
南
支
部
世
話
役
）

　
　

昭
和
52
年
卒　

高
29
造　

泉
原
一
弥

　
　

昭
和
55
年
卒　

高
32
造　

植
木
充
義

豊
能
郡
支
部

　
豊
能
郡
支
部
を
立
ち
上
げ
・

�

100
周
年
を
飛
躍
の
契
機
に
！

�

東
能
勢
分
校
４
農　

西
川　

隆
夫

　

来
年
は
、
創
立
100
周
年
で
す
。
こ
の
機
会

に
、
池
田
支
部
や
箕
面
支
部
と
同
様
に
「
豊

能
郡
支
部
」
を
立
ち
上
げ
る
よ
う
本
部
の
同

意
を
頂
き
ま
し
た
。

　

豊
能
郡
支
部
は
、
本
校
卒
業
の
豊
能
郡
内

在
住
者
は
元
よ
り
、
能
勢
分
校
、
東
能
勢
分

校
等
郡
部
の
各
分
校
の
卒
業
生
全
て
を
含

む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
従
っ
て
、
豊
能
郡
支

部
に
は
亀
岡
、
茨
木
等
の
隣
接
市
か
ら
通
学

さ
れ
て
い
た
方
を
含
み
ま
す
の
で
、
相
互
に

連
絡
を
お
取
り
頂
き
、
往
時
の
楽
し
か
っ
た

学
生
時
代
の
思
い
出
に
馳
せ
て
頂
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
今
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

く
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
共
に
「
わ
が

国
農
業
の
一
大
転
換
」
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

同
窓
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
社
会
の
中
心

的
な
役
職
を
担
い
活
躍
中
の
方
や
、
そ
れ
ぞ

れ
の
社
会
に
お
い
て
「
世
の
行
く
末
を
案
じ

て
お
ら
れ
る
方
」
が
多
く
居
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。

　

母
校
の
100
周
年
を
機
会
に
「
学
制
上
の
飛

躍
・
発
展
（
道
州
制
を
念
頭
に
し
た
5
年

制
高
等
専
門
学
校
化
）
を
願
う
議
論
」
に
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
も
良
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

せ
ん
越
な
が
ら
、
東
能
勢
分
校
４
回
生

（
農
業
科
１
期
生
）
の
西
川
隆
夫
が
、
豊
能

郡
支
部
長
の
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
な
に
と
ぞ
・
よ
ろ
し
く
。

2014・8・31

連絡掲示板
　高21化の同窓会を開催
　平成26年11月９日　15:00　池田市民文化会館
　（アゼリアホール内）コルネット
　＊　創立記念祭に参加してからご出席下さい。
　　＜全国からお集まりを！＞
連絡：山本（090-8931-5018）　新地（090-2199-8490）
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研
修
内
容
に
つ
い
て
、
東
京
農
業
大
学

で
は
特
別
講
義
を
受
け
、
農
業
環
境
技
術

研
究
所
で
は
酵
素
の
働
き
に
関
す
る
実
験

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
他
、
多
く
の

見
学
先
で
、
充

実
し
た
研
修
を

受
け
た
3
日
間

で
し
た
。

　  

ク
ラ
ブ
活
動

■ 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
３

年
生
６
人
、
２
年
生
３
人
、

１
年
生
７
人
の
計
16
人
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
引
き
続
き
コ
ー
チ
の
指

導
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

春
の
大
会
は
個
々
に
成

長
が
見
ら
れ
る
成
績
を
出

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夏
大
会
で
は
よ

り
よ
い
成
績
が
出
る
よ
う
夏
合
宿
も
経
て

努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
実
業
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の
部
は
、
女
子

は
４
年
連
続
優
勝
を
目
指
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
新
チ
ー
ム
の
力
で
は
一
歩
及
ば
ず

３
位
入
賞
に
な
り
ま
し
た
。
必
ず
来
年
度

は
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
取
り
戻

し
ま
す
。
一
方
、
男
子
は

快
挙
で
の
団
体
初
優
勝
を

果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
園
芸
高
校
男
子
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
門
の
初
の
快

■ 

農
場
部

石
橋
商
店
街

　
春
団
治
ま
つ
り
に
参
加
し
ま
し
た

　

４
月
27
日
（
日
）
昨
年
に
引
き
続
き
、

今
年
も
地
元
池
田
市
石
橋
駅
前
商
店
街
の

「
春
団
治
ま
つ
り
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
学

校
で
作
っ
た
鉢
物
・
切
花
、
ゆ
ず
は
ち
み

つ
ポ
ン
酢
、さ
ら
に
今
年
は
野
菜
、ジ
ャ
ム
・

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
も
販
売
し
ま
し
た
。

■ 

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科

「
野
菜
の
定
期
市
」
始
め
ま
し
た

　

園
芸
高
校
の
野
菜
部
門
で
は
、
生
徒
の

実
習
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節

に
応
じ
た
野
菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
、
キ
ュ
ウ
リ
、

ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
ト
マ
ト
、
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
な
ど
、
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
ダ

イ
コ
ン
、
ハ
ク
サ
イ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
栽
培
さ
れ
た
野
菜
は
、
事
務

所
で
昼
休
み
や
放
課
後
に
販
売
さ
れ
る
だ

け
で
な
く
、
一
輪
車
に
乗
せ
地
域
の
方
々

に
売
り
歩
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
野

菜
の
収
穫
の
最
盛
期
に
な
る
と
、
収
穫
で

き
る
野
菜
の
数
が
多
く
、
売
れ
残
っ
た
野

菜
を
廃
棄
処
分
し
て
い
る
と
い
う
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
３
年
生
の
課
題
研
究
班
に
廃

棄
処
分
を
減
ら
す
考
え
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
記
念
祭
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
で
多
く
の
人

を
集
め
、
販
売
し
た
ら
ど
う
か
。」
と
い
う

意
見
が
出
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
話
を

詰
め
て
い
き
、「
年
間
売
り
上
げ
30
万
円
、

毎
月
の
最
終
月
曜
日
に
、
定
期
的
に
野
菜

販
売
を
す
る
」
こ
と
に
な
り
、
園
芸
高
校

野
菜
の
定
期
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
今
ま
で
栽
培
し
て
い
た
野
菜

を
中
心
に
、
毎
月
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
、
一

定
量
の
野
菜
を
出
荷
で
き
る
よ
う
に
栽
培

計
画
を
立
て
ま
し
た
。そ
の
計
画
を
元
に
、

２
月
か
ら
栽
培
を
ス
タ
ー
ト
し
、
迎
え
た

４
月
の
定
期
市
で
は
、
87
人
の
来
場
が
あ

り
、
２
１
，
１
０
０
円
の
売
り
上
げ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、
反
省
点
を

考
え
、
ポ
ス
タ
ー
だ
け
の
告
知
だ
と
知
ら

な
い
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
ビ
ラ
の
配
布

枚
数
を
増
や
す
な
ど
の
対
策
を
考
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
５
月
の
定
期
市
で
は
、
来

場
者
１
３
３
人
で
６
０
，
９
０
０
円
の
売

り
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
６
月
で

は
１
７
０
人
が
来
場
し
、
１
０
２
，
０
０

０
円
の
売
り
上
げ
で
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
見
か
ら
訪
問

販
売
を
希
望
さ
れ
て
い
る
方
が
多
か
っ
た

の
で
、
こ
ち
ら
も
７
月
14
日
に
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
７
月
の
定
期

市
は
学
校
が
夏
休
み
に
入
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
野
菜
が
少
な
く
売
り
上
げ
が
伸
び
な

か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。生
徒
た
ち
も
、

栽
培
計
画
の
見
直
し
の
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
一
所
懸
命
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、毎
月
開
催
す
る
予
定
な
の
で
、

ぜ
ひ
機
会
が
あ
れ
ば
「
野
菜
の
定
期
市
」

に
来
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

「
草
花
」
の
授
業
で
の

�

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科
、
草
花
デ
ザ

イ
ン
コ
ー
ス
で
は
２
週
間
に
１
度
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
授
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
授
業
で
は
、
季
節
の
花
材

園
芸
高
校
生
徒
活
動
近
況
報
告

挙
の
た
め
大
変
喜
ば
し
い
で
す
。
日
々
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
成
果
が
出
た
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
勢
い
を
持
っ
て
高
体
連

の
夏
の
大
会
で
も
努
力
し
た
い
で
す
。

　

今
後
と
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
を
応
援
く

だ
さ
い
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

■ 

華
道
部

　

今
年
度
は
、
１
年
生
１
名
、
２
年
生
１

名
、
３
年
生
７
名
の
計
９
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
昨
年
度
同
様
に
草
月

流
の
三
宅
智
先
生
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
花
材
等
の
関
係
で
月
に
１

度
し
か
活
動
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
生
徒

た
ち
は
三
宅
先
生
か
ら
ご
指
導
し
て
い
た

だ
け
る
の
を
毎
月
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。
創
立
記
念
祭
に
お
い
て
生
徒
た
ち
の

作
品
を
展
示
し
た
華
道
展
を
開
催
い
た
し

ま
す
の
で
、
日
頃
の
活
動
の
成
果
を
ご
覧

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

■ 

放
送
部

　

顧　

問
：
中
野
遼

　

部
員
数
：
6
人

　

活
動
内
容

・�

入
学
式
、
卒
業
式
、
体
育
祭
な
ど
行
事

に
お
け
る
音
響
設
備
の
準
備

・
体
育
祭
に
お
け
る
Ｂ
Ｇ
Ｍ
音
楽
の
編
集

・�
昼
休
み
の
校
内
放
送
（
週
1
回
1
年
生

の
教
室
に
Ｆ
Ｆ
Ｊ
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
美

し
い
未
来
へ
」
を
放
送
）

■ 

茶
道
同
好
会

　

茶
道
同
好
会
が
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

５
月
よ
り
月
に
２
回
同
窓
会
館
に
お
い

て
、
裏
千
家
淡
交
会
大
阪
北
支
部
の
荒
池

宗
芳
先
生
に
基
礎
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
練
習
を
重
ね
ま

し
て
、
記
念
祭
で
環
境
緑
化
科
の
作
成
展

示
す
る
日
本
庭
園
で
、
生
徒
た
ち
の
お
点

前
を
披
露
で
き
た
ら
よ
い
な
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
お
茶
碗
以
外
の
お
道
具
が
全
く

な
く
、
こ
れ
か
ら
ど
れ
だ
け
揃
え
て
い
け

る
か
が
問
題
で
す
。
も
し
、同
窓
生
の
方
々

Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
報
告

　

園
芸
高
校
が
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
に
指
定

を
受
け
3
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

8
月
に
は
茨
城

県
、
東
京
都
、
神
奈

川
県
へ
2
回
目
の

「
首
都
圏
ア
グ
リ
＆

フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス

ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
2
回

目
で
す
。
今
年
は
、
日
本
の
農
業
科
学
、

産
業
科
学
の
歴
史
的
成
果
に
つ
い
て
も
学

習
す
る
た
め
上
野
公
園
に
あ
る
国
立
科
学

博
物
館
を
見
学
先
に
加
え
ま
し
た
。

実
施
期
間
と
研
修
先
は
次
の
通
り
で
す
。

日
時
：�

平
成
26
年
8
月
4
日
（
月
）
～
6

日
（
水
）

場
所
：�

①
東
京
農
業
大
学
（
世
田
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
）
国
際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス

学
科
他

　
　
　

�

②
独
立
行
政
法
人　

農
業
環
境
技

術
研
究
所
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）

　
　
　

�

③
独
立
行
政
法
人　

農
業
・
食
品

産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
食
品
総

合
研
究
所
・
食
と
農
の
科
学
館

　
　
　

�

④
国
立
科
学
博
物
館   

東
京
都
台

東
区

　
　
　

�

⑤
S
S
H
生
徒
研
究
発
表
会
ポ
ス

タ
ー
発
表
会
見
学　

神
奈
川
県
横

浜
市

　

参
加
者
は
、
専
門
部
活
動
に
取
り
組
む

生
徒
の
中
か
ら
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科
1

年
生
5
名
、2
年
生
７
名
、フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ

ク
ト
リ
科
2
年
生
1
名
の
計
13
名
で
し

た
。
引
率
は
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科
の
2

名
の
先
生
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

で
、
お
家
で
眠
っ
て
い
る
お
道
具
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
是
非
貸
し
て
い
た
だ
き
た

く
存
じ
ま
す
。
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
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を
使
い
な
が
ら
、
毎
回
様
々
な
テ
ー
マ
で

作
品
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
例

と
し
て
５
月
に
は
「
ガ
ー
デ
ン
ウ
エ
デ
ィ

ン
グ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
普
段
は
個
人

で
制
作
し
て
終
わ
っ
て
し
ま
う
作
品
を
、

テ
ー
ブ
ル
の
上
に
並
べ
て
全
員
で
１
つ
の

作
品
制
作
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
か

ら
は
青
空
の
も
と
出
来
あ
が
っ
た
ガ
ー
デ

ン
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
の
装
飾
に
「
す
ご
い
～
」

「
こ
ん
な
場
所
で
結
婚
式
を
し
た
い
」
と
歓

声
が
起
こ
り
ま
し
た
。今
後
も
様
々
な
テ
ー

マ
で
授
業
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。な
お
、

毎
回
の
授
業
で
用
い
て
い
る
花
材
は
も
ち

ろ
ん
学
校
で
栽
培
し
た
も
の
で
す
。

大
阪
国
際
空
港

�

フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
制
作

　

平
成
26
年
５
月
27
日
（
火
）
大
阪
国
際

空
港
植
栽
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、フ
ラ
ワ
ー

フ
ァ
ク
ト
リ
科
・
環
境
緑
化
科
生
徒
40
名

と
空
港
ス
タ
ッ
フ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
０
０

名
と
と
も
に
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
正
面
の

花
壇
制
作
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。フ
ラ
ワ
ー

フ
ァ
ク
ト
リ
科
で
は
生
徒
が
タ
ネ
か
ら
栽

培
し
た
花
苗
（
サ
ル
ビ
ア
・
ペ
チ
ュ
ニ
ア
・

フ
レ
ン
チ
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ジ
ニ
ア
リ

ネ
ア
リ
ス
）
を
使
っ
て
、
流
線
形
の
デ
ザ

イ
ン
で
植
栽
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
多
く
の
空
港
ス
タ
ッ
フ
と

植
栽
を
通
し
て
交
流
し
、
楽
し
く
充
実
し

た
実
習
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
当
日
の
様

子
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
ま
し

た
。

大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
の

�

植
栽
管
理
実
習
（
第
３
回
）

　

大
阪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
シ
テ
ィ
は
大
阪
の

玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
を
中
心
と
し

た
商
業
施
設
で
す
。
施
設
内
外
の
植
栽
管

理
技
術
や
庭
園
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
学
び
、

同
時
に
都
市
空
間
に
お
け
る
植
物
の
生
育

環
境
調
査
を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
１
月
13
日
（
月
）
の
実
習
で

は
冬
花
壇
製
作
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。
来
場
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
デ

ザ
イ
ン
の
工
夫
や
、
日
当
た
り
な
ど
の
環

境
に
合
わ
せ
た
植
物
の
選
択
と
管
理
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。
特
に
暖
房
が
強
く

効
い
た
施
設
内
植
物
の
管
理
は
難
し
く
、

学
校
で
は
で
き
な
い
実
習
が
で
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
が
通
行
さ
れ
る
中
で
の
実
習

は
、
緊
張
感
が
生
ま
れ
良
い
経
験
に
な
っ

て
い
ま
す
。

豊
中
市
中
央
公
民
館
で
の
園
芸
講
習
会

　

平
成
26
年
５
月
31
日
（
土
）
豊
中
市
中

央
公
民
館
の
講
座
の
ひ
と
つ
と
し
て
生
徒

が
講
師
と
な
り
、
講
習
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
市
民
の
方
22
名
に
参
加
し
て
頂
き
、

前
半
は
生
徒
が
タ
ネ
か
ら
栽
培
し
た
花
苗

（
サ
ル
ビ
ア
や
ペ
チ
ュ
ニ
ア
等
）
を
用
い
た

寄
せ
植
え
作
り
、
後
半
は
公
民
館
花
壇
で

の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

リ
ハ
ー
サ
ル
等
の
準
備
を
し
て
臨
ん
だ

生
徒
た
ち
は
「
教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
次
回
は
も
っ
と
い
い
講

座
に
し
た
い
で
す
。」
と
振
り
返
っ
て
い
ま

す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
若
い
方
と
楽
し
い
時

間
が
持
て
ま
し
た
。」「
生
徒
さ
ん
は
親
切

で
、
こ
の
教
室
に
来
れ
て
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。」
等
の
声
を
頂
き
ま
し
た
。

■ 

環
境
緑
化
科

バ
タ
フ
ラ
イ
ガ
ー
デ
ン
、

�

フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
7
月
に
完
成
し
た
バ
タ
フ
ラ

イ
ガ
ー
デ
ン
が
、
現
在
も
成
長
を
続
け
、

そ
の
管
理
作
業
を
環
境
緑
化
科
ビ
オ
ト
ー

プ
部
、
測
量
部
を
中
心
と
し
た
有
志
で
引

き
続
き
行
っ
て
い
ま
す
。

　

夏
場
は
雑
草
の
生
育
も
早
く
必
要
な
除

草
量
も
か
な
り
の
も
の
と
な
り
ま
す
が
、

そ
の
維
持
の
た
め
に
み
な
奮
戦
し
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
平
成
26
年
5
月
27
日
に
は
、
フ

ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン
パ
ス
の
植
栽
イ
ベ
ン
ト
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
70
名
の
空
港
、
航
空

会
社
の
方
々
が
参
加
。
Ｆ
Ｆ
科
と
と
も
に

植
栽
を
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
モ
ノ
レ
ー

ル
の
駅
の
す
ぐ
下
、
バ
タ
フ
ラ
イ
ガ
ー
デ

ン
に
近
い
場
所
に
あ
り
ま
す
。
空
港
タ
ー

ミ
ナ
ル
前
の
道
を
は
さ
ん
だ
大
き
な
ス

ペ
ー
ス
で
、
訪
れ
る
自
動
車
や
タ
ー
ミ
ナ

ル
、陸
橋
か
ら
よ
く
見
え
る
位
置
に
あ
り
、

空
港
の
憩
い
の
場
所
が
よ
り
一
層
充
実
し

ま
し
た
。

■ 

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科

五
月
山
桜
ジ
ャ
ム
の
販
売

　

昭
和
の
日
の

４
月
29
日（
火
）

に
行
わ
れ
た
五

月
山
春
の
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

に
、
食
品
製
造

研
究
部
が
参
加

し
、
五
月
山
桜

ジ
ャ
ム
を
販
売

し
ま
し
た
。
五

月
山
の
桜
の
花
び
ら
を
使
用
し
た
園
芸
高

校
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ジ
ャ
ム
の
販
売
は
今
年

で
３
年
目
に
な
り
ま
す
。
当
日
は
早
朝
か

ら
の
雨
で
お
客
さ
ん
の
出
足
は
鈍
か
っ
た

の
で
す
が
、
桜
ジ
ャ
ム
を
目
当
て
に
来
ら

れ
た
方
も
多
く
、
販
売
開
始
か
ら
30
分
で

完
売
し
ま
し
た
。

■ 

F
F
J
　
農
業
ク
ラ
ブ
活
動

農
業
ク
ラ
ブ
校
内
予
選
会
結
果

　

6
月
18
日
、
20
日
、
23
日
に
農
業
ク
ラ

ブ
校
内
予
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
学
校
代

表
と
し
て
以
下
の
チ
ー
ム
、
個
人
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

　
　

区
分
：
食
料
・
生
産

　
　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科

　
　

福
助
菊
の
栽
培

　
　

�

～
新
し
い
用
土
の
利
用
と
収
益
に
つ

い
て
～

　
　

芳
山　

遼
太　

他
2
名

　

環
境
緑
化
科

　
　

�

産
業
廃
棄
物
「
浄
水
発
生
土
」
と
リ
サ

イ
ク
ル
堆
肥
が
植
木
生
産
地
を
救
う

　
　

海
野　

秀　

他
4
名

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科

　
　

よ
み
が
え
れ
！
大
阪
の
サ
ト
ウ
キ
ビ

　
　

�

─
大
阪
府
に
お
け
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
生

産
の
可
能
性　

第
2
報
─

　
　

河
北　

拓
也　

他
4
名

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

　
　

区
分
：
環
境

　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科

　
　

�

人
工
光
利
用
型　

花
苗
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
方
法
の
研
究

　
　

後
田　

彩
偉　

他
3
名

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科　

　
　

�

D
N
A
分
析
に
よ
る
日
本
の
ツ
バ
メ

の
地
域
間
の
関
係

　
　

高
橋　

良
寛　

他
4
名

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

　
　

区
分
：
文
化
・
生
活

　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科

　
　

�

ミ
ツ
バ
チ
の
た
め
の
庭
作
り　

～
新

し
い
形
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
へ
の
挑
戦
～

　
　

内
園　

愛
弥　

他
3
名

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科

　
　

�『
そ
ば
』
と
言
え
ば
…
大
阪
！
─
う
ど

ん
文
化
圏
に
お
け
る
そ
ば
文
化
発
信

　

第
4
報
─

　
　

河
合　

孝
浩　

他
4
名

・
意
見
発
表

　
　

区
分
：
食
料
・
生
産

　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科

　
　

�

イ
チ
ジ
ク
の
農
家
の
挑
戦
「
朝
ど
り
・

完
熟
」
＋
α

　
　

西
口　

修
平

　

環
境
緑
化
科

　
　

�

私
の
考
え
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
地
産

地
消

　
　

福
中　

三
貴

・
意
見
発
表

　
　

区
分
：
環
境

　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科

　
　

�

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
自
然
に
囲
ま
れ

た
住
環
境

　
　

ハ
ヤ
カ
ワ　

健
斗　

　

環
境
緑
化
科

　
　

�

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
樹
木
を
使
っ
た

屋
上
緑
化
を
広
め
た
い

　
　

石
坂　

暢
琢

・
意
見
発
表

　
　

区
分
：
文
化
･
生
活

　

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科

　
　

�

育
て
る
喜
び
を
伝
え
た
い
～
園
芸
デ

ザ
イ
ン
部
の
活
動
を
通
し
て
～

　
　

山
下　

紗
苗

　

環
境
緑
化
科

　
　

若
狭
と
盆
栽
と
ハ
ン
グ
ル

　
　

谷
端　

美
紀

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科

　
　

�

ス
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

一
期
生
と
し
て

　
　

三
崎　

竜
弥

農
業
ク
ラ
ブ
　
大
阪
府
予
選
会
結
果

　

７
月
22
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
農
業
ク
ラ

ブ
大
阪
府
予
選
会
に
お
い
て
、以
下
の
チ
ー

ム
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
近
畿
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

　
　

区
分
：
文
化
・
生
活

　

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科

　
　

�『
そ
ば
』
と
言
え
ば
…
大
阪
！
─
う
ど

ん
文
化
圏
に
お
け
る
そ
ば
文
化
発
信

　

第
4
報
─

　
　

河
合　

孝
浩　

他
4
名

農
業
ク
ラ
ブ
　
平
板
測
量
競
技
会

　

環
境
緑
化
科
チ
ー
ム
が
大
阪
府
の
代
表

と
し
て
全
国
大
会
（
沖
縄
）
に
出
場
し
ま

し
た
。
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平
成
26
年
3
月
4
日
に
母
校
で
卒
業
式
の
予
行

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
66
回
卒
業
生
に
対

す
る
大
園
同
窓
会
へ
の
入
会
式
を
執
り
行
い
ま
し

た
。

　

同
窓
会
代
表
の
森　

彰
男
副
会
長
に
よ
る
式
辞

に
続
き
、
幹
事
と
な
る
代
表
者
へ
の
委
嘱
状
の
授

与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

幹
事
と
な
ら
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ
科　
　
　
　

浦
﨑　

直
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　
　

樹

環
境
緑
化
科　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻
野　
　

歩

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
科　
　
　
　
　

小
西　

優
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

安
奈

　

本
年
度
の
卒
業
生
数
は
、フ
ラ
ワ
ー
フ
ァ
ク
ト
リ

科
70
名
、
環
境
緑
化
科
37
名
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

科
75
名
、
の
計
１
８
２
名
が
卒
業
し
ま
し
た
。内
訳

は
、就
職
92
名
、四
大
26
名
、短
大
５
名
、専
門
学
校
・

各
種
学
校
50
名
、そ
の
他
９
名
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。就
職
決
定
者
が
卒
業
生
の
50
％
を
超
え
、

経
済
状
況
の
好
転
の
た
め
か
近
年
に
な
く
就
職
者

が
増
え
ま
し
た
。

　

例
年
６
月
に
は
同
窓
生
の
方
々
に
学
校
に
来
て

い
た
だ
き
、就
職
希
望
者
に
対
し
て
近
況
や
当
時
の

就
職
活
動
経
験
談
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、後
輩
へ
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。今
後
も
同
窓
生
の
諸
先
輩
の
方
々
に
後

輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今
後
と
も

先
輩
諸
氏
の
ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
主
な
就
職
先
】

〔
専
門
関
連
企
業
〕

石
勝
エ
ク
ス
テ
リ
ア　

阪
神
園
芸　

吉
村
造
園　

サ

ト
ウ
花
店　

ハ
ウ
ス
ウ
ェ
ル
ネ
ス
フ
ー
ズ　

神
戸
屋

パ
ン　

第
一
屋
製
パ
ン　

沢
井
製
薬　

日
澱
化
学　

マ
リ
ン
フ
ー
ド　

資
生
堂
大
阪
工
場　

ベ
ル
食
品
工

業　
　

他

〔
一
般
企
業
〕

ダ
イ
ハ
ツ
工
業　

双
葉
産
業　

富
士
シ
ー
ト　

小
椋

工
業　

共
栄
紙
工
業　

福
山
通
運　

池
田
化
工
製
紙

　

に
し
け
い　

阪
急
阪
神
レ
ス
ト
ラ
ン
ズ　

空
港
専

門
大
店　

シ
ェ
ル
石
油
大
阪
発
売
所　

山
文
商
事　

阪
神
髭
定　

萬
栄　

万
代　

阪
急
阪
神
ホ
テ
ル
ズ

　

喜
八
洲　

千
鳥
屋
宗
家　

カ
ノ—

フ
ジ
オ
フ
ー
ド

シ
ス
テ
ム　

コ
ノ
ミ
ヤ　

大
起
水
産　

が
ん
こ
フ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス　

鳥
芳　

冨
惣　

王
将
フ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス　

蓬
莱　

キ
ャ
ピ
タ
ル
東
洋
亭　

み
の
お
山
荘
風

の
杜　

松
園
荘　

協
和
会
加
納
病
院　

祐
生
会
み
ど

り
ヶ
丘
病
院　

ニ
チ
イ
学
館　

朝
日
エ
ア
ー
ポ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス　

Ｔ
Ｂ
Ｃ
グ
ル
ー
プ　

住
吉
大
社　

他

〔
公
務
員
〕

自
衛
隊

創立記念祭
11月9日（日）10時～15時のご案内

総会に出席される方は、年会費を所定の方法により11月末
までに事務局が確認できる形で納入してください。後ほ
ど、㈱サラトより案内および申込のお知らせが郵送されま
す。12月15日の発送を予定しております。
今回の世話役幹事は豊中支部です。

大阪府立園芸高等学校内　大園同窓会事務局　〒563-0037  大阪府池田市八王寺2-5-1   FAX 072-761-9295

編集
後記

大園同窓会総会

大園同窓会ホームページ　　http://www.daiendosokai.com

連絡・住所変更／訂正受付専用ホームページ（Web調査）  http://www.dousoukai.ne.jp/

同窓会では皆様方の交流の場となりますようホームページを開設しております。
ご覧いただく為に、 ①トップページの「新規登録」からユーザ情報を入力し「送信」。
 ②会員の確認が済めば、ご本人宛に承認メールが届き、会員登録が完了。
 ③メールのサイトＵＲＬをクリックし、「ログイン画面」よりログイン。

【問い合わせ先】　トップページ右上の「お問い合わせ」より必要事項を入力の上送信してください。

同窓会では、住所変更連絡をWeb上で受け付けられるようになりました。
○振込用紙右側「年会費振込みのお願い」にある各個人用の「仮ID」を、入力画面にて入力。
○ご本人宛に「正式なID」のメールが届きます。
○正式なIDを取得後、ご自身の住所・電話番号等のデータをWeb調査画面より修正していただけます。

【問い合わせ先】　このホームページに関するご意見・ご感想は  info@dousoukai.ne.jp  まで

事務局あて先 連絡は郵送かFAX、メールに限ります。電話での問い合わせにはお受けできません。

日 時　2015年2月1日（日） 午前11時開会
会 場　大江戸温泉物語  箕面観光ホテル
　　　　　〒562-0006  大阪府箕面市温泉町1-1
　　　　　℡ 072-723-2323（代表）

案 件　・会計報告　・行事報告　・その他

平成27年度

日時
のご案内

　当日は、11時から実習庭園内の同窓会館にて紅茶・コー
ヒー等の用意をしております。同期の方々とお立ち寄りく
ださい。
　また、当日は車での来場はご遠慮願います。

　猛威をふるった雨夏も去ろうとしております。い
よいよ秋の実りの季節を迎えました。
　明年は100周年です。今回は、100周年開幕号と
しました。これからの希望の後輩に素晴らしい歴史
を築いて頂くためにも、今年、明年と皆様の一層の
ご協力をお願い申し上げます。元気な現役生と交
流してみてはどうでしょうか。是非とも、今年の創
立記念祭にお越し下さい。学校の雰囲気も随分変
わっていますよ！

2014.8

  
２
０
１
３
年
度

  
進
路
状
況

【
主
な
進
学
先
】

〔
関
連
〕

大
学

京
都
教
育
大　

鳥
取
環
境
大　

長
浜
バ
イ
オ
大（
２
）

　

京
都
産
業
大　

大
阪
電
気
通
信
大　

吉
備
国
際
大

（
２
）　

甲
子
園
大（
３
）　

大
阪
青
山
大（
３
）　

日
本

大（
２
）　

東
京
農
業
大
広
島
工
業
大　

南
九
州
大　

専
門
学
校

大
阪
調
理
製
菓
専
門（
２
）　

大
手
前
栄
養
学
院
専
門

　

辻
製
菓
専
門（
２
）　

京
都
製
菓
技
術
専
門　

大

阪
医
療
技
術
学
園
専
門（
３
）　

大
阪
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
専
門　

大
阪
ペ
ィ
動
物
看
護
専
門　

大
阪
動
物

海
洋
専
門　

修
正
建
設
専
門（
３
）　

タ
キ
イ
研
究
農

場
付
属
園
芸
専
門　

大
阪
府
農
業
大
学
校　

京
都
府

林
業
大
学
校　

鳥
取
農
業
大
学
校

〔
非
関
連
〕

大
学

大
阪
学
院
大　

大
阪
経
済
法
科
大　

大
阪
産
業
大　

大
阪
人
間
科
学
大　

東
大
阪
大　

大
手
前
大（
２
）　

他短
期
大
学

大
阪
成
蹊
短
大　

大
阪
青
山
短
大　

大
阪
健
康
福
祉

短
大　

大
阪
音
楽
大　

大
阪
城
南
短
大

専
門
学
校

大
阪
こ
ど
も
専
門（
２
）　

大
阪
医
療
秘
書
福
祉
専
門

（
２
）　

阪
神
自
動
車
航
空
鉄
道（
２
）　

他
  

園
芸
高
校
66
回
生

  

入
会
式

大園同窓会平成25年度
会 計 報 告

収 入 項 目 収 入 金 額

繰 越 金 3,196,995

年 会 費 663,640

入 会 金 706,000

雑 収 入 536

計 4,567,171

支 出 項 目 支 出 金 額

総 会 費 18,520

会 報 費 958,641

通 信 費 79,401

事 務 費 75,136

卒 業 式 費 41,097

記 念 祭 費 4,663

幹 事 会 費 9,390

計 1,186,848

収 入 合 計 4,567,171

支 出 合 計 1,186,848

平成26年度
繰 越 金 3,380,323


